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  （開 会   午前  ９時  ３０分） 

●佐竹議長 

 おはようございます。全議員出席であります。 

これより会議を開きます。 

本日の議事日程は予めお手元に配布してあるとおりであります。 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は会議規則第１２７条の

規定により、１０番・籏根議員、１２番・西嶋議員を指名いたします。 

日程第２、議案の質疑を議題といたします。これより議案第４号から議案第２３号、並

びに議案第２９号から議案第３１号までの質疑に入ります。 

初めに議案第４号に対する質疑から始めます。質疑はありませんか。 

(なしの声） 

●佐竹議長 

 質疑が無いようですので、第４号の質疑を終わります。続きまして議案第５号に対する

質疑に入ります。質疑はありませんか。 

(なしの声） 

●佐竹議長 

 質疑が無いようですので、議案第５号の質疑を終わります。続きまして議案第６号に対

する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

(なしの声） 

●佐竹議長 

 質疑が無いようですので、議案第６号の質疑を終わります。続きまして議案第７号に対

する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

●佐竹議長 

 ２番。 

●福島議員 

 放課後の関係でございますが、第４条に放課後児童健全育成事業を行う者ということが

書いてございますが、これは、あのどなたがやれるかは決まっとるんでしょうか。お聞か

せください。 

●佐竹議長 

 番外、教育課長。 

●三上教育課長 

 第４条にあります、放課後児童健全育成事業を行う者と書いてありますけども、現在、

この事業を行っておりますのは、教育委員会で行っております。で、新たに民間の施設の

方が名乗りを上げておられまして、その方もこの中に入ろうかと思っております。できる

限り社協さんをはじめ、いろんな福祉団体の方にこの事業を受けていただければと思って

おります。以上です。 
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●佐竹議長 

 他に質疑はございませんか。 

(なしの声） 

●佐竹議長 

 無いようですので、議案第７号の質疑を終わります。続きまして議案第８号に対する質

疑に入ります。質疑はありませんか。 

(なしの声） 

●佐竹議長 

 無いようですので、質疑を終わります。議案第９号に対する質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。 

(なしの声） 

●佐竹議長 

 無いようですので、議案第９号の質疑を終わります。続きまして議案第１０号に対する

質疑に入ります。質疑はありませんか。 

(なしの声） 

●佐竹議長 

 無いようですので、議案第１０号の質疑を終わります。続きまして議案第１１号に対す

る質疑に入ります。質疑はありませんか。 

(なしの声） 

●佐竹議長 

 無いようですので、議案第１１号の質疑を終わります。続きまして議案第１２号に対す

る質疑に入ります。質疑はありませんか。 

●佐竹議長 

 ４番。 

●藤原議員 

 一般会計のことについて、お伺いいたしたいと思います。ページ数でいきますと８ペー

ジ。ユートピアの、ユートピア或いはカヌーの指定委託管理ということで、美郷町開発公

社の方へ債務負担行為ということで１億６７４９万円という金額があがっております。こ

れ説明の中でレストラン部分、レストラン部分の４００万を含むというふうにお話をされ

ましたけど、これは３年間で４００万なんでしょうか。それとも単年度ベースで４００万

なんでしょうか。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 開発公社の指定管理料でございます。これは４千万でございます。当然レストランのあ

れも含んでおりますので、年間４千万円が３年分。それからカヌーの里が１５８３万円。
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これは３年分ということで合計で１億６７４９万円ということでございます。 

●佐竹議長 

 ４番。 

●藤原議員 

 年間、最初の説明の時には、レストラン部分、４００万部分を盛り込んだというふうに

お聞きしたんですけど。ちょっともう一度すみません、お願いします。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 ２６年度までは開発公社ゴールデンユートピア３６００万が指定管理料でございました。

この間の提案の時も申し上げましたように、一応、開発公社がレストランも指定管理とし

て、そのゴールデンユートピア施設全体を指定管理として受けるということで、新たにレ

ストラン部分も４００万を加えまして、年間４０００万の指定管理料ということです。 

●佐竹議長 

 ４番。 

●藤原議員 

 ということは４千万マイナス３６００万イコール４００万ということを盛り込んだとい

うこと、これは毎年ということでございますね。ということは３年間で、１２００万とい

うことです。それでまぁ今までのレストランについては、まぁこの度は今度、指定管理委

託を受けられたところが探されて、そこにまた再委託という格好になろうかと思うんです

けど。今までは町内の業者の方が入られ、また町外の方も入られとったわけでありまして、

家賃という形でいただいとったというところの部分が、この度からは多分そりゃぁ開発公

社がどうされるかわかりませんけど、何らかの委託金を払ってやってちょうだいと、やっ

てくださいということになろうとも思いますけど。これ逆転、今度するわけですけど、そ

の辺のところ、今までその町内で経営された方、あるいは今まで参入された方々に対する、

まぁ説明といいましょうか。その辺のところは何故こういう、今まではもらよったと、今

度は委託費を付けるということに変わっていった経緯といいましょうか、その辺のところ、

ちょっとお聞かせください。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 以前までは、Ｂという会社が３年間の契約でやっとられましたが、まぁ途中、１月いっ

ぱいで撤退をされました。その時には新たな雇用の企画提案事業ということで、補助金が、

人件費部分が出ておりました。そういうようなこともあって、経営的にもその人件費の補

助金があったので、まあまあできたんだろうというふうに思っております。で、撤退をさ

れましてその後、とりあえずお願いをするのに、いろんなところに話を申し上げまして、
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やはり人の来客数が少ない、来場者が少ないというようなこともあって、Ｂの時の正式な

経理簿ではありませんけども、経理を見られましたところ、やっぱり、とても家賃を払っ

てまでということは無理だということでございました。確かに、あの経理の方を見してい

ただいても、多分無理だろうなということで、新たにまぁ指定管理料ということで４００

万円を交付するということにしたところでございます。 

●佐竹議長 

 ４番。 

●藤原議員 

 はい、そのことはわかりました。まぁそれりゃＢさんとの開発公社の話ですけど、それ

以前の町内個人業者の方が入られておられて、まぁ家賃収入がまだ残っておるやに聞いて

おりますけど、その辺、その辺の方とのすり合わせといいましょうか、片やその方の時代

には、まぁ新たな雇用もなかった、そういった事業もなくて、助成金もなかった、まぁ助

成金ですね、なかった。Ｂさんはそれでやっていただいて、ちょっと無理があった。で、

次の委託先にはそれを加味して、４００万円を上乗せするという経緯の中で、最初の方が

まぁ貧乏くじ、貧乏くじという言い方はいけんですね。まぁあのちょっと苦しい、まぁす

ぎたことを精算されとればいいんですけど、残っとる中でこういったことがその方に、そ

の聞かれた時にどう思われるか。残っとる債務もずっといただかん、請求し続けるのか、

その辺のところのお考えをお聞かせください。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 おっしゃるとおり使用料が残っております。これについては、やっぱり、あのその時点

での契約でありますので、当然請求はして参ります。 

●佐竹議長 

 ４番。 

●藤原議員 

 はい、まぁ当然その当時の契約の中でのことですから、当然いただかなければならない

わけでありますけど、それが中々入ってこないという中において、こういったことがまた

こういった４００万上乗せをして委託を出すということの中において、ちょっと話がこじ

れればしないかなという思いがありますけど、その辺のところは私が個人的にただ懸念し

てるだけのことなんでしょうか、その辺のところはしっかり請求をされて、回収をされる

という目途が立っておるわけですね。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 
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●三上企画財政課長 

 請求はしております。いろいろと話を申し上げておりますが、中々回収の方は滞ってお

るのが実情でございます。ただしかしながら、一応請求はさせていただくということでご

ざいます。 

●佐竹議長 

 他に質疑はございませんか。 

●佐竹議長 

１番。 

●原議員 

 先程の件ですけども、当初美郷町のＡさんがあそこに入って、レストランを経営されて

おりました。その時に色々とやっぱり、今出ております今家賃の関係、これが高すぎると

いうことで、中々経営がうまくいかないということで、当時、私の知っとる限りでも、そ

の家賃をですね、せめて半額ぐらいにしてくれというような要望も町の方にされたという

ふうにも聞いております。そういった中で、先ほど藤原議員が質問したように、その後の

ペンタグラム、そして今度の委託ですね、そういったところの整合性といいますか、考え

方がですね。どうも私も公平ではないというふうに思います。そういった意味で今、まだ

未収があると、家賃の未収があるということでございますけれども、これに関してはです

ね、やはり現状に合った形で、そのある程度免除するとかですね、そういった形にしてあ

げないとですね、私は公平ではないというふうに思いますが如何でしょうか。 

●佐竹議長 

 番外、副町長。 

●樋ケ副町長 

 まぁあの、時代変遷というのがあるわけでして、ユートピアにつきましても、まぁレス

トラン利用についても、先程来問題視されてるような、まぁＡさんが経営をしておられた

当時の、まぁレストランの入込客については、２万２千人というふうに、まぁ報告を受け

ておりまして、まぁそれなりの収入があったわけでありまして、そういう中でのまぁ滞納

ということが生じておりまして、私もそのことに関しまして、今の職についた時点で申し

送りを受けて、Ａさんとの話し合いもさせていただきました。で、既に私が申し送りを受

けた時点では、相当の期間に渡って利用料の支払いが滞っておりました。で、私はこの過

去のものを精算をしてくださいと。そうしたら、その時点において家賃を下げると、半額

にするという話には乗りましょうといったんですけど、結局、滞納分についての整理がな

されないまま、今日に至ってるというのが現状でありますんで、まぁそういうことでレス

トランの利用については、だんだんとこう評判が余りよくない状況がずっと続いておりま

して、今、利用者は半分ぐらいに減っております。そういう中での経営でありますんで、

非常に困難を来たすんではないかということで、まぁこの度のレストラン経営につきまし

ては、公社の一部に編入をして、公社の中で色々話をしていただきながら、できるだけ利
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用効率のいい方向を探って頂くということで、こういう結果にさせていただいているとこ

ろでございます。で、まぁあの、結論で申し上げますと、その当時と全然そのレストラン

の利用者の数が違うということを申し上げておきます。 

●佐竹議長 

 １番。 

●原議員 

 利用者の数と言いますけれどもですね、やはりその利用者がその多かったということは、

それなりの、その時の経営をされとる方の努力というものもですね、あったというふうに

思うんですよ。それをやっぱり認めてあげんと、認めてですね。話を乗ってあげて、順調

にまた続けて経営してもらうというのも、町のひとつの親心という言葉がどうか分かりま

せんけれども、そのための推進ではないかというふうに思いますが如何でしょうか。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 今までの方。Ａさんもありました。それからＢもありました。中々その話を聞いてみま

すに、その調整というか、色んな意見を交換する場がなかったというのも確かに事実だっ

たということでございまして、中々その意思の疎通が図られなかったということもありま

す。で、新たに今回入っていただくことになりましたので、当然今度は開発公社が指定管

理として、また再委託をすることになります。町と開発公社、それからレストランを経営

をされる方、３人でとにかく最低月に１回は集まって、色んな情報交換なり、まぁ要望等々

を聞きながら、やっぱり健全な運営ができますように、また来場していただく方に喜んで

いただくような、また施設にして参りたいというふうに思っているところでございます。 

●佐竹議長 

 ９番。 

●黒川議員 

 今の関連ですけど、あのまぁＢがああやって撤退して、次今３月までっていうんで、沢

谷の方の人がやってるって聞いてるんですけど、まぁこの人がまぁ開発公社の方の委託、

かなんか受けてやるのか、４月以降やるのかわからんですけど、この方はまぁ前に沢谷を

やる時に、県とかそういう補助、それから町の補助を受けてあそこに建て物を整備してや

って、何年かやっておると思うんですけど、そうすると今こちらのユートピアの方にまた

そこの中に入ってくるという、前の補助を受けて自分らが一生懸命やってるとこ閉めてや

るっていうふうな格好、閉めるような格好になるんですけど、その辺は向こうで補助を受

けて、補助金を受けてとるのをやって、またこちらに来てそのぉ４００万なら４００万そ

の、町の補助を受けてやるというような格好、二重に補助を渡り歩くいうか、そういう格

好には見えないでしょうか。どうなんでしょうか。 
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●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 ４月以降、Ｃさんというか、レストランみさとでございますが、上川戸の店舗も運営を

されます。それからあのこちらの方も運用されます。で、足りないときに、足りないと、

忙しい時については調理人についても手配をするということで、両方とも運営をきちっと

していただくという話でございます。 

●佐竹議長 

 他に質疑はございませんか。 

●佐竹議長 

１番。 

●原議員 

 ちょっとこの予算の中でですね、入ってるかどうかということ、ちょっと確認が私でき

なかったのでお聞きしますけれども、昨年度からずっと、今年度もですけども、ペレット

の関係ですね、こりゃあの、一時、カヌーの里へ委託をしてですね、継続してこの事業を

行うというふうなことをお聞きしておりました。そういったことのために、新年度からで

すね、どういうふうな状況で、これを続けて継続してやられるのか。どういうような状況

になっているのか。また、新年度予算にどのように組み込まれてるかということをお聞き

したいと思います。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 ペレットの関係でございます。２６年度ああして取得をいたしまして、必要な今機械の

修繕をもうすぐ終わります。それから電気につきましても、設備が一応終了しております。

で、この後していただく方を募集をいたしまして、先月、岡山の方にも視察に行っていた

だきました。中々大変だろうなという思いもあるそうでございます。でそれについては、

まだ結論が出ておりませんが、一応やっていただくということで話を進めております。た

だもう１つ、これはあぉ、大王製紙というところと、みさとカレッジの関係でつき合いが

ございまして、そのところの副社長がおられます。これがそのペレットの製造の機械を見

て、これは是非ともちょっと、当社でもペレットの製造をやってみたいというまた一応内々

ではありますけども、話もきております。で、先程言いました、やっていただく方とも話

をした時に、それは是非とも仮にその会社がやられるんであれば、当然誰か雇用していた

だくという話になる、そりゃ私が自分でやるよりは雇用を受けてやったがいいという判断

でもございますので、これはまだ流動的でございます。これから先また話が進展をすれば、

また報告を申し上げます。現在予算につきましては、そこの敷地を借りておりますので、

敷地料は予算計上しております。それ以外については予算計上しておりません。ただ、今
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度、電気を入れますと、多分電気料がやっぱり使わなくても５万、使えば１０万ぐらい要

るんかなということもありますので、最終的にきちっとやる方が決まってから契約をし、

当然その製造していただく方に電気料は負担をしていただくということであります。町に

つきましては基本的にはその敷地料だけを負担をして参りたいというふうに思っておりま

す。 

●佐竹議長 

 １番。 

●原議員 

 あのまぁそのペレットを継続してできるということについてはですね、大変よろしいこ

とだというふうに思いますけれども、それではあの機械をですね、当初まぁ１２７０万掛

けて、１０分の１０で事業者の方に譲渡してですね、やっていただいとった、それをまた

町が買い戻したということなりますけども、それでまた、その買い戻した機械をですね、

今度またそこに入られる方にまた譲渡をする、いうふうにおられるのか、それとも町とし

て使用料を徴収されるのか、そういったことはどういうふうにお考えでしょうか。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 話は詰めておりませんけども、譲渡をする気はございません。その運営状況を見ながら、

使用料をいただくか、それとも無償で貸与ということになるか、それについてまた判断を

しておりません。 

●佐竹議長 

 他に質疑はありませんか。 

●佐竹議長 

４番。 

●藤原議員 

 予算書の中の１４ページ。歳入部分でありますけど、町税ということで、町民税、固定

資産税、軽自動車税の中で、滞納繰越分が５０万、あるいは１５０万、１０万計上されて

おります。それから１８ページにおいてですね、分担金の中で国営開発費の分担金、ある

いは保育所、保育料の関係。また１９ページには使用料としまして土木使用料、これのま

ぁ延滞分、まぁ延滞分結構、アバウトに万単位で計上されてとりますけど、この計上の見

込み根拠的なものをお聞かせください。 

●佐竹議長 

 番外、住民課長。 

●渡邊住民課長 

 滞納繰越分の予算計上でございますけども、当然滞納繰越分につきましては、これらの

金額よりもあのかなり多めに金額が繰越されております。ただしあのまぁ収入見込みを立
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てる中で、予算計上に当たっては前年同程度の金額をあげさせていただきまして、計上し

ております。 

●佐竹議長 

 ４番。 

●藤原議員 

 あの今課長言われましたように圧倒的な、大きな金額があるわけでありまして、その中

からちょろっとばかりのっとるという格好でありまして、これがまぁ前年度実績から推し

はかった数字で計上しておるということであります。自分達の努力目標の設定が非常に低

いと私は思うんですけど、もっと設定を高くして収納にきっちりあたられるという努力が、

必要ではなかろうかと思いますけど如何でしょうか。 

●佐竹議長 

 番外、住民課長。 

●渡邊住民課長 

 税金をはじめとします公共料金につきましては、滞納分の徴収対策というのは非常に重

要な財源確保の上で必要なことだいうふうに思っております。昨年度も県との相互併任、

徴収部門についての相互併任制度で、県と協力しながら徴収にあたっているところでござ

いまして、まぁ努力目標自体の設定について低いかもしれませんけども、担当職員、努力

しておるのが実態でございますのでご理解をいただきたいと思います。 

●佐竹議長 

 １０番。 

●簱根議員 

 ２９ページでございますけど、財産収入ということで生産物売払収入として、間伐材の

売払収入３２０万計上されておりますが、これは昨年の２６年度に執行できなかった事業

ではないかと思いますが如何でしょうか。 

●佐竹議長 

 番外、産業振興課長。 

●烏田産業振興課長 

 生産物の売払収入、これがあのご指摘のとおり、昨年が予定していたところが売り払い

ができなかったところ、それが本年度執行できるというふうにふみまして、財産収入とし

て計上させていただきました。 

●佐竹議長 

 １０番。 

●簱根議員 

 今年度は間伐できる予定でございますか。 

●佐竹議長 

 番外、産業振興課長。 
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●烏田産業振興課長 

 森林組合とも協議してやっておりますので、必ずやっていただけるというふうに思って

おります。 

●佐竹議長 

 ４番。 

●藤原議員 

 ２９ページ、同じく２９ページみましたら、がんばれ美郷寄付金ということで１円。１

円じゃないですね千円ですね。備忘価格的に計上されています。まぁあのがんばれ美郷寄

付金につきましては、全く貯めるばっかりで使われん。使ってくださいよということを申

し上げた中で、やっと図書館に１６０万使えるということで、大変、私、喜んでおります。

とは言いながらですね、まぁ使ったほどは、また寄付を募らないけんということで、さっ

きも言いますように、また目標設定値が千円というのは、これまた低いということであり

まして、ふるさと納税についてはですね、ふるさとパックをどうのこうの、色々努力をす

るということをおっしゃる中で、たった千円しかあがっとらんというのがどうも、これも

また目標設定値が非常に少ないということでありまして、と思うんですけど如何でしょう

か。 

●佐竹議長 

 番外、副町長。 

●樋ケ副町長 

 あの予算書の、まぁ先程の滞納分にしても、今回の寄付金にしてもですね、千円表示で

あげさせていただいておりますのは、これがありますよということを、まぁお示をするた

めにあげさせていただいてるものでありまして、年度当初におきましては、一体幾らぐら

いのものが、実績としてあがるかというのがよくわかりませんので、まぁ９月補正、半年

過ぎた９月補正なり、その時点で予算書の中で、ある程度の実績を見込んだものの数値に

変えさせてさせていただくという形で、まぁ従来もやらせていただいておりますけども、

中には年度末にいきなり実績としてあがってくるものもございます。そういうことで、ま

ぁ年度当初にははっきりした数字でつかめないということで、あるという表現でございま

す。 

●佐竹議長 

 ４番。  

●藤原議員 

 まぁあるという表現ということで、千円の備忘金額の計上でありますけど、やはりあの

新聞紙上を見ますとですね、他所の町村ふるさと納税でものすごくこう集められておると

いう中で、非常に美郷はさみしい感じがしております。是非とも努力をされまして、多く

の寄付をいただいて、この図書館に１６０万使われましたように、もっともっとほかの部

門でも使っていただきたい。まぁこの度、関西美郷会で当然行きます。そういった折にも
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担当課長はじめ、町長さんはじめ、是非とも PRしていただいて、基金を募っていただきた

いと思います。 

●佐竹議長 

 １０番。 

●簱根議員 

 ２５ページでございますけれど、ご説明の中で邑智小学校に太陽光として事業をされる

ということでございますけど、この規模はどの程度の規模のものを設置されるんでしょう

か。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 １０キロワットの太陽光でございます。 

●佐竹議長 

 他にありませんか。 

●佐竹議長 

１番。 

●原議員 

 ちょっと私あの昨日の説明聞き逃したんですけれども、４３ページですね、企画費の中

の機械器具費１０４０万あがってますけども、これ沢谷と君谷への車両購入というふうに

聞いたような、間違いですかね。これもう一度説明をお願いします。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 おっしゃるとおり、沢谷と君谷に中山間地域サポート事業。これ県の補助事業でござい

まして、半分補助が出ます。沢谷につきましては管内の移動をやったり、デマンドバスを

今実際走らせておりますが、そこら辺も含めて地域の交通を考えていただく中で、マイク

ロバスの導入ということでございます。それから君谷につきましては、あれも同じくやっ

ぱり地域の交通がかなり難しい部分がありますし、それから買い物困難地域でもあります

ので、そこの辺も含めて一応計画を立っていただいて、それに対して県の補助を受けなが

らマイクロバスを導入するという予定でございます。 

●佐竹議長 

 １番。 

●原議員 

 このこういった地域交通でございますけれども、早くから別府地域、小松地地域の方で

はこれをやっておられまして、今度まぁ沢谷が新規にやられるということなんですが、こ

ういったあの交通弱者といいますか、困っておられる方というのは、君谷であろうが沢谷
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であろうが、だけではなくてですね、町内各地あろうかと思います。そういったとこへで

すね、町としてこの辺のところの推進というものは、どういうふうにされておるんでしょ

うか。現状はどうでしょうか。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 それぞれ連合自治会長会議もございますし、中でいろんなご意見を伺いながらやってい

るところでございます。従いまして、これがありますのでどうですかといった説明をした

ことはございませんけども、いろんな問題点を抱えておられる中で、こういうようなこと

もありますがというのは個別には話をすることはございます。 

●佐竹議長 

 １番。 

●原議員 

 ほんとにあのこういった事業、大変いい事業だというふうに思っております。で、あの

そういった困った地域もたくさんあるということからですね、やはり連合自治会長会議

等々まぁご利用なさって、いろいろなノウハウもできておるというふうに思いますので、

そういったところもですね、ご説明の中に入れていただいて、これをもっと各地で推進す

るような方向でやっていただきたいというふうに思いますんでよろしくお願いします。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 是非ともそういうことでございますので、また連合自治会長会議を通じて、またこうい

った事業があることは積極的にＰＲをしながら、地域の交通はやはり地域で。それから町

全体の交通は町が考えるというようなスタンスで、また進めて参りたいというふうに思い

ます。 

●佐竹議長 

 ４番。 

●藤原議員 

 次のページ４４ページでございますけど、地域おこし協力隊の推進費ということで、協

力隊２５名と２名のコーディネーターというふうに昨日言われたと思うんですけれど、ま

ぁ大きな所帯になっております。とても１名のコーディネーターでは対応できないからも

う１名増員されるんか、他に意味合い的なものがあるんか。その辺ところをちょっとお聞

かせください。 

●佐竹議長 

 番外、定住推進課長。 
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●岡先定住推進課長 

 ご質問の地域おこし協力隊に係るコーディネーターの２名でございますが、まぁあの現

在２１名隊員がおります。で、コーディネーター１人で対応をして、いろいろな問題とか

相談に乗っておりますけれども、これあの今年度、今年度の退職を含めて、新たに協力隊

を募集をかけて、２５名ということで今やっております。で、これが人数が増えるという

ことで、とても１人でのコーディネーターでは対応できる数字で、まぁ困難ということを

判断いたしまして、もし中途で２５以上になった場合には、こういった２名体制というこ

とを考えております。 

●佐竹議長 

 ４番。 

●藤原議員 

 現段階の数字は１名でいいんですけど、２５名を超えると２名にするという事なんです

か。 

●佐竹議長 

 番外、定住推進課長。 

●岡先定住推進課長 

 失礼しました。２５名を超えるということではなくて、今現在２１名でありますので、

２５名を超えるということではなく、募集人員が満杯といいますか、そういったところに

達しそうな場合には２名必要ではないかということで、今現在は４月からとか、そういう

ことを考えておりませんけれども、途中で２名体制ということにさせていただくようにな

るということで、かもしれないということで。まぁあの募集状況を見てと、隊員の配置状

況を見てということになろうかと思います。募集してすぐに集まって２５名になるとなれ

ば、まぁすぐに２名体制ということにと思ってますが、現状スタートして募集をかけて、

配置の決定が、応募がないとか、そういった場合につきましては、一応今の体制でもう少

しはというふうに考えております。 

●佐竹議長 

 ４番。 

●藤原議員 

 今のコーディネーターの資質といいましょうか、それに満足をされて、数が少なければ、

今のコーディネーターの方１名でよろしい。それが増えるとちょっと中々対応もできない

から、増員せざるを得ないということなんですね。わかりました。 

●佐竹議長 

 ３番。 

●栗原議員 

 今の関連質問ですが、まぁ例えば２名になった場合、これあのまぁ例えば大和地区に１

名配置をするというようなことも考えておられるのか、ちょっとお聞きします。 
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●佐竹議長 

 番外、定住推進課長。 

●岡先定住推進課長 

 あの２名にするという時にどういった配置ということですけれども、やはりあの大和地

域におきましても、協力隊の方が今４、７名。それから新たに「だいわもんど」、もう１名

の募集ということで聞いておりますので、大和地域と邑智地域、まぁ完全に２つに分ける

というんではないんですけど、お互いに連携はとりながら、大体の地域割りということは

必要と思っております。 

●佐竹議長 

 ５番。 

●岩根議員 

 今の配置の予定、コーディネーターの関係をですね、非常にあいまいなことを言ってお

られるんだけれども、果たして今の定員でですね、十分果たされているかどうかというこ

となんですよ。で大体１人がどれだけ見て、見られるかという問題じゃないかと思うんで

すよ。そこら辺をせんと２５名がどうのこう言って、ほんなら２５名増えたけぇ言って、

見られないかということになるし。今の状態で無理だということになると大体何名、何か

所いうか、何名というか、その関係でですね、コーディネーターを増やす増やさんを言わ

ないとですね、今の段階じゃ、それじゃ十分にやっていってるのかということにもなろう

かと思うんで、そこら辺は数字的にはっきりですね、された方がいいんじゃないかなとい

うように思いますが如何ですか。 

●佐竹議長 

 番外、定住推進課長。 

●岡先定住推進課長 

 協力隊何人に対して１名、ああ何人コーディネーターが必要かというようなところの検

証といいますか、そういうことは今現在はしておりませんけれども、まぁあの今現在の２

１名でもかなりあちこち出かけて、毎日出かけてということが、困難になっておるのは事

実ではございますけれども、まぁあの今２１名、そして辞められる方がおりますので、１

０人ぐらいのスタートになるんですけれども、４月募集が集まればあれですが、スタート

時点は１０名ぐらいになりますので、そこから様子をみながらというふうに考えておりま

す。 

●佐竹議長 

 ５番。 

●岩根議員 

 えらい消極的な話になってるんですけども、実際的に今、新たにですね、今まで配置さ

れて欠員になったとこは何人で、そして新たにですね、受入れたいという部分が何人で、

総合計になると大体何人、満たんになれば何人になるんです、それは。 
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●佐竹議長 

 番外、副町長。 

●樋ケ副町長 

 あの現在というか、４月１日現在の在任者が地域おこし協力隊１５名です。それで今あ

の４月１日、現在も、新年度に向けて募集をしてる人が１４名で全体のふる、どこにも配

置することができる人数になった時には２９名という大所帯になります。従いまして、と

てもじゃないですけども、コーディネーター１人ではこなせないということで、２人体制

で臨もうという予算にさせていただいてるところでございます。２９名になります。全部、

あの定員が全部埋まれば。 

●佐竹議長 

 ８番。 

●安田議員 

 同じくちょっと関連でございますけれども、今あの副町長の方から、私はあの予算説明

の時に１５名分というように聞いたと思うんですけども、まぁ今言われるように私今ここ

同じことを、ちょっと４４ページで聞こうと思っとったんですけど、まず最初に現在の配

置といいますか、地域ごとにこうおられますけども、それをまず１点お聞かせ願いたい。

先にそれを１点ほど先にお願いします。 

●佐竹議長 

 番外、副町長。 

●樋ケ副町長 

 どこにどう配置しているかということにつきましてお答え申し上げます。まず君谷地域

３名、で、あの在任が２名で１名の追加募集、別府地域が定員３名に対して在任１名、追

加募集２名。で、吾郷が定員３名に対して在任が３名。浜原が新たに２名の配置をしたい

ということで２名の募集。沢谷が定員３名に対して２名の在任ということで１名の追加募

集。都賀・長藤地域が４名の定員に対して在任が４名。比之宮地域が定員３名に対して在

任が２名、追加募集１名。商工会が現在ゼロでありますけれども、募集２名。観光協会が

今まで１名でしたけども、１名卒業して行きますんで、募集２名。でそれから今度、開発

公社が今まで１名でしたけれども、募集、卒業しますので、募集２名。小松地営農倶楽部

が在任１名。「だいわもんど」が今度新たに１名の募集ということで、在任が１５名。新規

募集が１４名と。全部で２９名ということになります。 

●佐竹議長 

 ８番。 

●安田議員 

 配置があの正直言って全部掌握できてませんでしたので、お聞きしたわけですけども、

ああやってかなり広範囲にも渡るし、先程副町長が言われたようにまぁあの募集が予定ど

おりいけば、２９名ということになるわけですね。じゃないですかいね。それでまぁそれ
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に対して、今のどう言いますかコーディネーターを２名で対応をしたいということで、ま

ぁあの先般ちょっとテレビで見たんですけども、大変いい印象を持ちませんでした。あの

放送はですね。正直言って。ああいうことじゃほんと、しっかりコーディネーターしてる

んかいなという疑問さえ持つわけですけども。是非ですね、まぁ在任等々もあるし、辞め

られていかれる方もあるわけですけども、やはりしっかりコーディネーターなり、こりゃ

コーディネーターだけの責任じゃないと思います。やはり受け入れた地域の連合自治会な

り、その地域でのですね、フォローといいますか、そういう地域と一体になってやること

が、あのどういいますか、残っていただく一番の条件だと思うんで、そこらも含めてです

ね、やはりコーディネーター１名じゃ大変だというのもよくわかりますんで、是非２名に

していただいて、そこらのとこをですね、１人でも多くこの美郷へ残ってもらうことがま

ぁ最終の目的ですんで、そこらを十分踏まえてですね、やっていただきたいなというよう

に思います。 

●佐竹議長 

 番外、定住推進課長。 

●岡先定住推進課長 

 おっしゃられるとおりでございまして、このコーディネーターの配置につきましては、

コーディネーター１人に負担がかからないよう、協力隊の配置状況等々今後見極めまして、

２名にする必要があればしていくというふうに考えておりますし、それから当然おっしゃ

られましたように、地域との連携も密にということでは承知しておりますので、連携をし

ながら、相談をしながら協力隊の事業に取り組んでいきたいというふうに思います。と思

っております。以上です。 

●佐竹議長 

 ４番。 

●藤原議員 

 ６２ページ。児童福祉費の中の各種団体運営補助金ということで、１億４７９０万とい

う金額があがっておりまして、この内容をちょっと私、こちらの委員会説明資料の中で見

させていただきました。おおち保育園、あるいは都賀保育園に対するものでありまして、

入所措置予定児童数及び措置費ということで、おおち保育園が９８００万。都賀保育所が

４８００万。また、保育所運営費の補助ということで邑智会の方へ１２０万、都賀保育園

への方へ７０万ということで合計１億４７９０万ということであります。それに対してで

すね、児童数がおおち保育園の方が１２８名ですね。それでまぁ約９９００万。それから

都賀保育園の方が４６名、３分の１ぐらいですね。これに対して４８００万、約５０００

万近いもの。これまぁ人数比率でいいますと約３倍弱になるわけでありまして、ところが

その予算でいいますと、なんか片や９９００万、片や４８００万。倍ぐらいのところ。人

数的には３倍おる。この辺のちょっと均衡がとれ、あの比率が若干なんかいびつだという

ふうに感じますが、この辺のところ説明お願いします。 



 

17 

 

●佐竹議長 

 番外、健康福祉課長。 

●窪田健康福祉課長 

 これあの補助金みたいな形になってますが、実は措置費。要するに一人当たり単価が決

まっております。で３歳以上、３歳未満というところで単価が決まっておりまして、その

辺の比率のところでまぁ単純に考えれば、おおち保育園の方が未満児が多いというところ

で、単純に一人当たり単価で見るといびつにはなっておりますが、これらは単価が決まっ

たものをお支払いしておりますので、それは単純にそういった未満児、以上児のまぁ率に

よるものでございます。 

●佐竹議長 

 ４番。 

●藤原議員 

 ということは都賀の方が未満児が結構多いから、その単価が上がるということで、まぁ

人数比率、単純なもんじゃありませんよ、その構成を考えるとこういう数値になりますよ

と、これは措置費の方ですね。ところがあの運営補助金が邑智会が１２０万。都賀保育所

が７０万なんですね。これは未満児うんぬん、かんぬんは余り関係ない要素だと思います

けど、これが邑智会１２０万に対して７０万、これがまぁあの倍半分、この辺のところも

そういった要素を加味して、されておるわけでしょうか。 

●佐竹議長 

 番外、健康福祉課長。 

●窪田健康福祉課長 

 運営費というところで、不足分の補てんというような意味合いでやっておりますので、

各保育園と協議をしながら金額については定めているというところでございます。 

●佐竹議長 

 １０番。 

●簱根議員 

 ３２ページでございますけど、公社造林の受託事業収入と中でございますけど、ふるさ

との森再生事業とありますけど、これはどういった事業でございましょうか。 

●佐竹議長 

 番外、産業振興課長。 

●烏田産業振興課長 

 ふるさとの森、たぶん２年ぐらい前から載ってるものだと思います。これはあの出雲大

社の出雲財団というのがありまして、そこが資金を出して健全な森を育てようという事業

で、美郷町で１地区指定をされて、この事業をやっております。場所としては吾郷の栗原

というとこがあるんですけども、あそこのツバキ谷という谷があるんですが、その奥の方

にあります。そこの事業に対しての補助金ということでございます。 
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●佐竹議長 

 １０番。 

●簱根議員 

 それはどういう事業なんですか、事業内容は。 

●佐竹議長 

番外、産業振興課長。 

●烏田産業振興課長 

 事業内容は主に除伐。それから抜き切り。あの抜き切りっていうことですけども、多分

適当な間隔に木を揃えるということだと思います。それから柵を積んでいくということで

山の崩壊を防ぐというようなこともあると思います。大体主に３つの事業で構成されてお

ります。 

●佐竹議長 

 １０番。 

●簱根議員 

 まぁこれその場所というのは、２年前からこの事業行われていると言われましたけど、

これはその場所的には２年前にはどこをやって、昨年はどこをやったとか、そういうその

位置的にもうこの事業、こういう事業があるということも誰もが知り得てないところじゃ

ないかと思いますけど、こういう事業行われて少しでも山が守れるということになれば、

幅広い地域の申し出等々がありましたら、そういうところを加味してやった方がいいんじ

ゃないかと思いますけど、今まで場所的にどういうところで利用されてきましたでしょう

か。 

●佐竹議長 

 番外、産業振興課長。 

●烏田産業振興課長 

 これは１地区を数年かけてやる事業でございまして、ですからまぁ今回吾郷の栗原のツ

バキ谷というところをやってるんですけど、これが３、４年かけて１つの事業が終わると、

そういう事業でございます。でまぁ出雲財団とのヒアリングがありまして、ここだったら

いいだろうと、まぁ向こうの思いに沿うところをやっていくというところが実情でござい

ます。１００％お金を出していただくということでございます。 

●佐竹議長 

 ３番。 

●栗原議員 

 ４５ページ。みさと力の創造事業費。ちょっとあの課長の説明がいろいろありましたが、

みさとカレッジの分の説明があったかと思いますが、ビジネスコンテスト、これもこの部

分の中に入っておりますでしょうか。 
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●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 入っております。 

●佐竹議長 

 ３番。 

●栗原議員 

 先般ビジネスコンテストが開催をされまして、各団体、個人もあったでしょうが、プレ

ゼンをされました。で、まぁ当然それの結果の発表がありましたが、これについての講評

がなかったというふうにお聞きをしましたが、これはそうだったんでしょうか、それとも

そういうことはあったということだったんでしょうか。その分をちょっと。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 講評は最後に横石審査委員長の方からございました。 

●佐竹議長 

 ３番。 

●栗原議員 

 当日私もちょっと出席をしたかったんですけど、まぁちょっと他の事情で出席ができな

かったんですが、どうも講評がなかったというふうにお聞きをしましたので、果たしてこ

のビジネスコンテスト自体が、まぁ当然講評があったということですので、それはそれな

りの講評があったんだろうと思うんですが、中々どういうんですか、このプレゼンという

その役割というか、せっかくそこでプレゼンをしたというものの、どういうんですか、あ

の講評。私はまぁ講評がなかったというふうに聞いておりますので、そこらところがちょ

っと、果たしてプレゼンをやってそれの結果の発表だったんだろうかというような、ちょ

っと疑念を、ちょっと持ちました。でまぁ今のように講評があったということですので、

まぁそれをお聞きをして、まぁまたそういうことがあったんだなということで了承します

が、今までのちょっとこのビジネスコンテストの在り方について、まぁ実際に現場に行っ

た者の意見とかそういうのをちょっと聞いてみますと、どうもコンテストの結果というこ

とでなしに、どうもそれまでにある程度の起業者が決まっておったんじゃないかなという

ようなことをちょっと疑念を持つ者もおりましたので、少しお聞きをしました。そういう

ことになれば、私もちょっと聞き間違えてということがありますので、それはそれでいい

です。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 
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●三上企画財政課長 

 コンテストの時に、もう決まっておったという話ですけど、そういうことは絶対ござい

ません。当然プレゼンをしまして、それぞれの審査員が色々な意見を述べて、最終的に決

定をしたということですので、そういうことはございません。それから講評も個別ごとの

講評は時間の都合もありまして、中々されなかったのは事実ですけども、総評としてはご

ざいました。で、当然２７年度も予定をしております。それから先般せっかくコンテスト

が終わりましたので、またこれらを踏まえまして近いうちには、議会が終わった次の週に

はまた集まってそれぞれ反省をしながら、２７年度に向けてまた変えるべき点があれば、

変えてまた取り組んで参りたいというふうに思っております。 

●佐竹議長 

 ４番。 

●藤原議員 

 ９５ページでありますけども、教育費の中で文化財の保護費関係。その中でその他委託

ということで４３８万３千円。やなしお道の事前調査ということを言われました。まぁこ

りゃあの詳細見ますと、嘱託員賃金とかであるとか、準備委員会とか、事前調査経費とい

うことで大きな金額を載せていただきまして、いよいよ国の史跡に向けて動き出されると

いうことで大変喜んでおります。まぁこれあの専門の嘱託員をつけて、その史跡指定に向

けてしっかり動き出すんだというふうに受けとめてよろしいわけでしょうか。それと中原

芳煙さんの記念事業ということで、１００万あがっております。具体的にどのようなこと

を考え、これも大変いいことだと思いますけど、どのようなイメージを持っておられるか、

現段階で話せるところまでお聞かせ願いたいと思います。 

●佐竹議長 

 番外、教育長。 

●田邊教育長 

 銀山街道の国指定史跡に向けてですが、２７年度中に地籍調査がやなしお道の方が終わ

る予定と聞いておりますので、今年の新年度からさわってきたいと思います。文化財保護

は、嘱託で置くのではなくて、正職員で文化財係を教育委員会に設けていただくことにな

りました。その事前の調査費、まだ詳しい事は県の文化財課といろいろ協議せんと進みま

せんが、一応２７年度は準備の事前調査をしていきたいというふうに思っております。中

原芳煙さんですが、一応そこにコミュニティセンターがオープンしますので、あそこのロ

ビーが大変広いです。その開館に併せて、会館に併せれるか分かりませんが、そこのロビ

ーでちょっと１日、２日ではなしに、１カ月かそれ以上を展示をしたいと。で、展示のケ

ースとかいうことで予算を１００万円をあげさせていただいております。具体的には今後

検討、詰めていきたいというふうに考えております。以上です。 

●佐竹議長 

 ４番。 
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●藤原議員 

 今、中原芳煙さんのことについては、ロビーを使ってやるということで、大変観光的な

事、あるいは町民の方でもこんだけ素晴らしい方がおられるということを知っとられない

方もおられますんで、大変いいことだと思いますんで、是非ともアピールしていただいて

行っていただきたいと思います。 

●佐竹議長 

 質問の途中ですが、１０時５０分まで休憩をいたします。 

（休 憩  午前 １０時 ３０分） 

（再 開  午前 １０時 ５０分） 

●佐竹議長 

 会議を再開いたします。引き続き議案第１２号に対する質疑を行います。質疑はありま

せんか。 

●佐竹議長 

 ８番。 

●安田議員 

 先程若干質問も重なる部分があると思いますけども、４６ページの再生可能エネルギー

のことで、ちょっと伺いたいと思います。あの予算の説明の時には邑智小学校の太陽光等

の設置ということで、緊急時、非常時に対する避難場所としての機能も含めて、そういう

工事をやるんだという説明ございました。１８カ所を町内に新たに、新たといいますか、

避難所が指定されておりますけれども、取り合えずこの邑智小学校をそういうことでやる

ということでございましたけども、これの他の箇所についてですね、今後スケジュール的

といいますか、１年に１カ所ぐらいずつ、このそういうまぁ避難所としての機能といいま

すか、持たせてたようなことをやられるのかどうか、そこらを併せてお聞かせ願いたいと

思います。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 この邑智小学校でございますが、指定の避難所になっております。それからかなり大き

な施設でもございます。従いまして、いろいろと以前から要望しておりました、予算の時

も申し上げました、基本的には１０分の１０、基金を使ってやる事業でございます。全国

的にも県内的にもかなり要望がある中で、ようやく２７年度は事業が一応できそうだとい

う内定をいただいております。従いまして取り合えず今年度はやるわけでございます。や

はり基本的にはやるんであれば、大きな避難所あたりからやはり順番的にやっていかなけ

ればなられないと思いますが、先程言いましたように、毎年申請してつくものでもありま

せんので、また次の計画を立てながら申請はして参りたいというふうに思っております。 
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●佐竹議長 

 ８番。 

●安田議員 

 補助事業、１０分の１０の補助事業を使ってやるということですんで、これが毎年毎年

貰えるとは限らないということでございますけども、やはりあの昨年のですね、広島ので

すね、土砂災害等もあってですね、大変な、亡くなられた方も多くおられたということで、

まぁ特にこの美郷町ではですね、急峻な地形でありまして、同じようなことが起こっては

ならないというふうに思っておるわけですけども、順番といいますか、等々のこともある

と思いますけども、是非ですね、そういうことも含めて今後ですね、町として積極的にで

すね、この緊急時、災害時の避難所についてはですね、整備といいますか、を早急にです

ね、整えていく必要があると思いますんで、そこらのちょっとお考えをですね、再度お聞

かせ願いたいと思います。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 避難所の関係でございますが、消防の中の災害対策費の方にも計上しておりますが、避

難場所１８カ所ございますが、ここには２７年度発電機、それから取り合えず情報を得る

ためには衛星のテレビが受信できるように、こういうような設備もしております。それか

ら非常食についても、できるだけ配備をするようにと今進めているところでございます。

従いまして、この太陽光の発電につきましても、取り合えず小さいといえばあれですけど、

小さい所については発電機も一応設置をしておりますので、非常的な電源ぐらいは確保で

きるかなというふうに思っておりますが、先程言いましたように、順次また計画を立てな

がら、それぞれ申請をして設置をして参りたいというふうに思っております。以上です。 

●佐竹議長 

 ８番。 

●安田議員 

 まぁ大きなあれは、今年度は邑智小学校があるわけですけども、今言われたように発電

機とか非常時の食料の備蓄とか諸々は、これ１８カ所既に皆、配置されとるんですか。今

の衛星放送の関係とか発電機は。 

●佐竹議長 

 番外、総務課長。 

●花田総務課長 

 今の消防の方で組んでおりますのは、今後２７年度から今の１８カ所につきまして、で

きるところからという、随時ということしておりますので、今のところ発電機が入ってお

るということではございません。これから準備をさせていただくということになろうかと

思います。 
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●佐竹議長 

 ６番。 

●山本議員 

 １点だけお伺いします。昨年の補正でもちょっと炎上した件でございますが、８１ペー

ジの臨時職員賃金、道路維持費。これは草刈りの分だと思うんですが多分。間違いないで

すね。それほど先にちょっと。 

●佐竹議長 

 番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

 ８１ページの臨時職員賃金、８１ページの道路維持費にあります臨時職員賃金。そのと

おりです。環境整備４名分ということで。 

●佐竹議長 

 ６番。 

●山本議員 

 あのこれずいぶん炎上したところでございまして、あの時に賃金が安いんではないかと

いうこともありまして、結局人が集まらんかったということがございました。そのあたり

について、しっかり検討されて、例えば賃金を上げて、こういう形で募集する予定だとい

うことが検討されてのこの金額なんでしょうか。そのあたりをちょっと１つだけお伺いし

ます。 

●佐竹議長 

 番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

 賃金につきましては、基本的にはこの今現在予算計上しておるのは、昨年と同様となっ

ております。基本的に中々賃金の単価というのは、町で定められておる中に、決められた

単価というのがございますので、中々それを逸脱するというのができない、難しくなって

おります。で、後は色々な諸手当、まぁこれにはそれぞれいろんな道具の借り上げ料とか、

いろんな手当関係等々でつけておりますけれども、基本的な賃金というのは、中々変える

のが難しいという今状況です。昨年ああやってご指摘を受けたわけですけども、中々その

辺のところが、庁舎内でこの賃金だけではないんですけども、他でもいろいろな形の臨時

職員さん、上下水道でも臨時職員さんを今、嘱託職員さんを雇っとるところもありますけ

れども、中々賃金形態というのは簡単に変えれないところがあります。その辺のところが

ありまして、今現在この予算では昨年と同様の形になっております。ただこれで来なかっ

たらどうなのかっていうところもございますが、まぁちょっと再度、募集のやり方につき

ましては、ハローワーク等で考えてはおるんですけれども、それ以前に今まで従事してい

ただいた方々に、直接連絡を取りながら、参加してもらえんだろうかというのを、また個々

に、個別に、こりゃ表へ出して言う話でもないんですけど、個々に経験者の方に当りなが
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ら、打診してみるという手を内々では考えてはおります。以上です。 

●佐竹議長 

 ６番。 

●山本議員 

 わずかな事業費でございますが、事業費といいますか、賃金でございますが、これは非

常に地元の方、奥地に住んでおる方は非常に期待をされておるということはあるわけでし

て、だからこそ昨年の失敗を続けないように何とか今年はやる必要があろうと思います。

でまだそういう状況ならばですね、ちょっと問題があるんじゃないかという気もするんで

す。もう少しですね、本気で考えていただいて、これはあのやるべきだろう、他のとこと

何と言いますか、他の臨時の方との賃金の差があると言いますが、これは特異な例ではな

いかというふうにも思います。このあたりについて町長もう少し考えてあげたがいいんじ

ゃないかと思うんですが如何でしょうか、金額について。 

●佐竹議長 

 番外、町長。 

●景山町長 

 議員おっしゃるとおりで、作業によってですね、暑い最中のこの作業というものは、普

通の仕事もつらい中ですけれども、特にこの機械を背負っての作業は大変だと思います。

今課長が申しましたように、今この賃金の上げることについては、検討しておりませんけ

れども、いよいよ人がないいうことになればですね、何かの方法を考えていかなければな

らないと思っております。幾らの賃金にするとかいうことは、まぁ今後の課題といたしま

しても、やはり作業ににあったですね、報酬を払うべきではないかと思っております。以

上。 

●佐竹議長 

 ４番。 

●藤原議員 

 先程の関連なんですけど。同じ作業としましてですね、森林組合さんあたりの作業。全

く同じような作業されるわけです。野外で炎天下のもと、刈り払い機を使ったり、あるい

はチェーンソーを使ったり、非常に特殊作業であります。そこのですね、だいたい平均賃

金がどのぐらいになっとるかいうようなところも調査されてですね、やはりあのそれを加

味した金額を提示されないと、中々人は集まられないと思いますんで、まずそういった調

査からはじめて賃金を考えていただければと思いますけど。 

●佐竹議長 

 番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

 賃金単価の関係ですので、総務課で管轄されます臨時職員等々の賃金単価、一応決めら

れたものがございます。その辺から事を変えていくという形になりますので、先程４番議
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員さんがおっしゃったような形で、これから色々同じ同等職種の調査をしながら下調べを

して、新しい賃金、職種といいますか。そういったものも決めていかにゃいけんと思いま

すが、これはあの建設課だけでやっていくいうもんでもありませんので、執行部の中で関

連の財政も含めた形で協議をしていって検討していきたいと思います。まぁあの他にも汚

泥処理等々の嘱託賃金さんも中々あの同等の職種いうのがないので、今上限の金額を使っ

たりとかいう形でやってる状況もございます。今のようなことで、類似の民間の賃金形態

を調べながら、新たな職種という、賃金形態の職というのを検討して、他の財政部局とも

協議をしながら検討していきたいと思います。 

●佐竹議長 

 ５番。 

●岩根議員 

 あの昨年もそれで色々もめたんですけども、あの非常勤職員でなければならないのか、

あるいは嘱託でやって草刈り以外の道路状況等も考えれば、職員というのはある程度集ま

るんじゃないか。多分近隣のところはそういう方向でやってる自治体もあるんじゃないか

と思うんです。昨年からこの話をして、今年度も調査します、調査をしますとこう言って

るんだけれども、実際的にちゃんと調査をしてですね、今年度の予算へ盛り込むべきじゃ

ないかと私は思いますが如何ですか。 

●佐竹議長 

 番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

 この環境整備につきましては、ある一定の期間という形なので、なかなか通常の、依然

旧邑智のときには道路補修ということで、専属の職員、まぁ専属の嘱託職員いう形でやっ

てたんですけども、まぁやはり今はそういった維持補修はすべて民間へということで、民

間へやっております。だから３６５日、押しなべてやるようなものについては、まぁでき

るだけ民間でやれるとこは、民間にという形で今来ておる状態です。で環境整備、特に草

刈りというのは、やはりあの７月から１１月を定めてますけれども、まぁその短期の間、

半年・半年の間っていうことですので、なかなか嘱託というとですね、難しいところがあ

るということでございます。今のところこういった形で臨時の方で、その一定期間だけの

雇用という形で公募をかけさしていただくということ詰めております。 

●佐竹議長 

 ５番。 

●岩根議員 

 そりゃあのわかりますけども、昨年募集が１人の時にどうしますかという話をしました

ね。危険は必ず２人ということになっとる。１人だったらもうやられないとうことですね。

そうした場合の対応は、この中で対応ができるんです。 
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●佐竹議長 

 番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

 昨年も質問の中でもありましたように、複数でやらないと安全が担保できないというこ

ともありますので、１人だと当然無理だということになります。まぁこれは直営という形

で、まぁ随時、順番でやっていくような形なんですけども、まぁそうなれば、今部内で話

しているのは、もう通常の建設会社さん、まぁそういった方に随時対応していくと。まぁ

外注と言う形、その都度。それをやっていくしかないのかなというふうには思います。い

ずれにしても、道路の草刈りというのは、ほっとく訳にはいかないので、もし仮に公募を

して、応募がなかったということになれば、やはり外注をしてでも、草刈りをしていくと

いうことには変わりありませんので、そっちの方で対応していこうかというふうに思いま

す。ただ、環境整備というのは道路の草刈りだけじゃなくて、まぁいろんな公共施設の草

刈りもやってもんですから、建設課で発注するとなると、やはり道路関係が主になってき

ますので、いろいろな多種のこの環境整備という名前からすれば、やはりそういった方に

応募してもらって、いろんな公共施設を順次清掃作業していただくと言うのが、まぁ第一

番の目的でありますので、できるだけ努力をしていきたいというのが今の思いです。 

●佐竹議長 

 １２番。 

●西嶋議員 

 １点程お尋ねします。先程ちょっと出ておりましたが、今回のビジネスコンテストのプ

レゼンをですね、私も途中までしか聞く事ができませんでした。でですね、プランとして

ミツバチのプラン非常に感動を受けたものです。これが採用されまして、非常に良かった

なと思ったわけですが、昨日の説明の中で、なんか君谷の方でもうプランが動きつつある

ような、ちょっとうろ覚えなんですが、そういうことがあったような気がするんですが、

その詳しい経緯、現在の状況を話される範囲でお聞かせをいただきたいと思います。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 まだ、ように、君谷に決まったわけではありませんけども、現在そのほかの予算のとこ

ろでも説明を申し上げましたように、過疎地域活性化事業、いわるゆ３００万事業という

ことで、今まで君谷地域は申請をされておりませんでした。カレッジの中でミツバチ講座

をやっておりますので、今君谷の方も出てきております。２７年度はその過疎地域活性化

の交付金を使って耕作放棄地も当然ございますので、やっぱそこにミツバチと耕作放棄地

の解消あたりをリンクをしながら、この油木高校の方の生徒さんとも交流を深めてやって

行くという、取り合えずそういう話で、今現在しております。ただこれが君谷に限定をし

たわけでありませんので、当然町内全域でも話があれば、今のところでまた調整をして参
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りたいといふうに思っております。 

●佐竹議長 

 １０番。 

●簱根議員 

 先程の関連でございますが、今君谷に決まったわけではないと申されましたけれど、昨

日テレビ放映等を見て、あのおった中において、地域おこし協力隊なり、自治会長さん、

館長さんですか。等々の話の中でそのミツバチを育てるということで、お年寄りの方が出

られて、菜の花を植えるぐらいは私らでも協力ができるかというような放映だったと思い

ますけど、これとは関係はないんですか。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 先程言いました、みさとカレッジでミツバチをやっております。その中の関連で、その

前回のビジネスコンテストの研修部門で油木高校の生徒さんが、一応研修部門で入選をさ

れ、研修をされまして途中でいろいろ体調もあって頓挫されたところで、そうゆうような

事も繋がりもございまして、油木高校とは現在もビジネスプランコンテスト以前から、ま

ぁ付き合ってきております。そうした中で先程も言いましたように、君谷地域で高齢化も

進みつつある。それから耕作放棄地がどんどん増えていくようなこともあって、そこら辺

の問題解消のためにということもあって、まぁ今回このようなテレビ放映も通じたわけで

ございます。まぁ最終的にはミツバチを通じながら耕作放棄地が解消できる。それから地

域の、またお年寄りの方がやっぱりその希望を持ってまた、そういうようなミツバチ生産

をしていただくということも、町の振興のためには良い事業だというふうにも思っており

ます。 

●佐竹議長 

 他に質疑はありませんか。 

●佐竹議長 

１番。 

●原議員 

 今みさとカレッジのお話が出てますので、これに関係してですね、４５ページですけど

も、その他委託料として２３２０万が計上されております。一般質問の中にも申し上げま

すけれども、実際に入所された方、事業化されていくトマト高品質、ジュースを作って売

るというようなことが入選されましたけれども、こういった方を支援していくうえでです

ね、一般質問の中ではそれに精通したコンサル、そういったものをちゃんと付けてですね、

町も一緒なってその事業を成功に導いていくというふうなご答弁であったというふうに思

っとります。そういった意味でこの委託料ですけども、そういったものがちゃんと含まれ

たものなのか、それとも従来どおりのですね今までどおりの、従来のコンサルに向けてこ



 

28 

 

れまた全部行ってしまうのか、いうようなところで、この内訳についてですね、ちょっと

お聞きをしたいと思います。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

先般の一般質問でも答えましたように、ブラッシュアップをするためには当然それに精

通した方に来ていただくことも必要だろうと思います。予算も今回は計上しております。

これが一応２００万円を予定をしております。それ以外にはカレッジの支援ということで、

今までどおりやっていただいておりますシーズの方にも願いをして参りたいということで

含んでおります。詳細がいりますか。 

●佐竹議長 

 １番。 

●原議員 

 今までどおりのシーズへの２００万を引いた１千１００万のこの委託料ですけども、こ

れの成果というものはですね、どのように町として評価をされておるんでしょうか。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 先程もあれですが、全額がシーズではございません。シーズのカレッジの委託に運営支

援に８００万円。それから、これ以外に新エネということで君谷の方に、バイオマスガス

の発電の話が、ちょっとありまして、それらの調整をしていくためには最終的にはやっぱ

り新エネの業務を委託する必要があるかもしません。それからもう１つは、田水にも水力

発電というような、一応下話みたいな計画はございます。そこら辺が基本的な話が進みつ

つあればこういう委託は必要になろうということで、これを５２０万を組んでおります。

それから産業ビジョンということで、いろんな企業のコンテストをやるうえにおいて、美

郷として何がしたいのか、例えばどういう資源があるので、こういうことを活用して起業

をしていただくには、ということでやっぱり、産業ビジョンというもの、やっぱり当然必

要になろうと思います。これらの設計と委託をしております。現在の成果ということでご

ざいますが、やはりシーズ以外に頼んだことはございませんけども、まぁ今までいろんな

全国的なノウハウ、それから人の繋がりもかなりもっておられすので、まぁベストと言わ

れれば、まぁ先程言いましたように外を頼んだことはございませんので。 

●佐竹議長 

 １番。 

●原議員 

 成果と言うとお聞きしたのはですね、先程もお話があったように、先般のテレビ報道の

中でですね、コーディネーターの問題がありました。でまぁ私も見てて、これは美郷町は
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悪い例、津和野町は良い例だなというふうな印象で見てたわけでございますけれども。そ

ういった８００万、１０００万近いお金をですね、１つのコンサルに出すよりもですね、

ああいった形で実際にあちこちコーディネートもしながらですね、動いてくれるコンサル

というものをですね、考えられた方が良いんじゃないかな、口だけこうばぁばぁ言っとっ

てもですね、前には進まんのんですよ。そういった意味ですね、もう少しそのコンサルの

委託もですね、真剣に考えておられるでしょうけれども、より考えてですね、委託の方を

された方が良いというふうに思いますがどうでしょうか。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 おっしゃることは当然であります。当然真剣に考えてやっていくところでございます。

一応このみさとカレッジは過疎計画に基づいて実施をしております。過疎計画は２７年で

終了いたします。で、基本的にはカレッジも２７年が取り合えず第１段階にきりかなとい

うふうに思っております。先程栗原議員からも質問がありましたように、今回のビジネス

コンテスト、まぁいろんな課題も出てきております。３回目とはいいながら公開でやった

のは２回目であります。そこらへんも踏まえまして、いろんな方面からはまた反省は反省、

改善は改善すべきということで、またいろんな情報を収集をしながら、また２８年が進む

か、進めんかちょっとわかりませんけども、２７年中にはまた検討して参りたいというふ

うに思っております。 

●佐竹議長 

 ９番。 

●黒川議員 

 ８７ページの防災の事業で、まぁその中で、３００万円。ハザードマップという更新と

いうことで、これの中身をちょっと知りたいということと、それから、そう下の緊急指定

場所３６００。先程１８箇所ということでありますけど、そこの中で、全然この交通とか

そういう行かれんとこへ、衛星的な衛星電話なんかやるというなことを聞いた、そういう

ことじゃないでしょうか。ちょっとそこのことを２点聞きたいですけど。 

●佐竹議長 

 番外、総務課長。 

●花田総務課長 

 ページ８７ページの機械器具費の３８６万のところでございましょうか。ここにつきま

しては、１８箇所今回避難の指定をしておりますので、そこへの発電機です。発電機です

ね。１８箇所の指定避難場所へ１８カ所のところへ発動発電機の整備と、それからテレビ

か衛星受信機、衛星電話ですね、そのものを配備しようという考えでおります。予算的に

は１８カ所の５万円相当ということで、そういう中身のものを現在入れております。 
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●佐竹議長 

 ９番。 

●黒川議員 

 そのテレビ、テレビとか衛星というのは、そのもんであるんですけど、どういうふうに

消防団とか役場との繋がりってことです、地域の消防団との繋がりってどっちでしょうか。 

●佐竹議長 

 番外、総務課長。 

●花田総務課長 

この部分につきましては役場との地元との繋がりと、避難場所と役場との交信ができる

というような形のものでございます。 

●佐竹議長 

 ９番。 

●黒川議員 

 うちらの方で言うと都賀行とか猪之谷っていうのは、全然まぁその洪水になって、川が

止められた場合に道路も渡れないという状態になると、そのそこそこの集落にそうゆうの

を置いてもらえれば一番助かるんですけど、そういうことは全然、今は考えてないという

ことですか。 

●佐竹議長 

 番外、総務課長。 

●花田総務課長 

 昨年のところで、実は都賀行の猪之谷ですか。のところが防災無線等々が受信不可能に

なるという地域がございましたので、日平ですか。という部分のところで、そこで衛星の

受信器を設置をさせて、設置といいますか、道具自体は役場にあるわけでございますが、

また、交流センターですか、あそこへ確か配置がしてあろかと思います。万が一の時には

そのものを持って交信ができるというような状態のものにしてございます。それから、今

回の分につきましては、テレビ及びという部分でございまして、一番その避難場所で情報

源、まぁテレビも入らんということんなれば、また大変な話なんですが、まぁ電気が来て

ないという状況になるわけですが、まぁ電気が来たと仮定をいたしまして、恐らくその避

難、１８カ所の避難箇所っていうのは、なかなかテレビというものはないのではないかな

と言うのがございますので、そこらあたりのところを少し重点的なものを置いております。 

●佐竹議長 

 １番。 

●原議員 

 昨日の町長の施政方針の中にもありましたけれども、平成２６年度で国のモデル事業と

して生活困窮者自立支援事業がされました。でいよいよ新年度からですね、これを事業が

正式にスタートしていくわけでございますけれども、必須事業で町社会福祉協議会へ委託
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を実施するというようなお話でございました。この委託料とですね、その必須事業とは何

か、恐らく相談事業だというふうに思いますけれども、その内容とですね、必須事業の内

容と、その予算が何処に、幾ら入ってるのかと言うことをお伺いします。 

●佐竹議長 

 番外、健康福祉課長。 

●窪田健康福祉課長 

 お答えいたします。ページ数でいきますと６４ページになります。この中の委託料の中

に入ってございます。内容につきましては先程議員申されましたように、支援相談事業で

ございます。これが１２３５万４千円、それに加えまして、その多の生活困窮者自立促進

に資する事業ということで、これは今年も既に２回地域力ＵＰ研修会をやっております。

まぁ今年３回やる予定、もう１回やる事になっておりますけども、啓発普及事業というこ

とで３５０万が入っております。これは相談事業でございますので、一般的には生活保護

になる手前の生活困窮者を支援して、生活保護に到らないようにというところでの話にな

って参ります。以上でございます。 

●佐竹議長 

 １番。 

●原議員 

 これはだから１２３５万４千円の委託料。この内容としては相談を受けて、生活保護に

ならないような対策を講じるところまでやるのか、相談受けてそれを町の福祉事務所の方

と一緒にやるのか。福祉事務所がやるのか、それは如何でしょうか。 

●佐竹議長 

 番外、健康福祉課長。 

●窪田健康福祉課長 

 この事業は相談を受けた段階で、まぁその方がどういった形での困窮、まぁ原因を調べ

る、まぁアセスメントをいたしまして、この方にはどういったたことが必要かという判断

を、まぁケース検討行いまして、まぁ町内にも、或いはまぁ仕事という話でしたら、そう

言った仕事を支援する、定住推進課にもございますが、そこにも無料職業相談所或いは国

の定めておられます、職安でございますか。等々へ繋げる、ですから直接的に何か就労支

援のために、事業者と直接話をするということはございませんで、いろんな窓口に繋げて

いくという事になります。また、これにつきましては継続的になります。いろいろなコー

ディネートとして、ある程度うまくいったとしてもその後も引き続いて、いろんな関わり

を持っていくことになっていくんではないかいうふうに思っております。 

●佐竹議長 

 １番。 

●原議員 

 要するに、この相談事業に関しては、自主支援も最終的な目標なんですけれども、その
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相談を受けてケース検討、こりゃ恐らくケース会議みたいなものを町も入ってですね、さ

れると思うんですけども、その中でいろいろな自立に向けての検討がされると、方策を作

られるというふうに考えますけども、そのことについてはですね、やっぱりそれを考える

と社協さんも相談を受けて、町に持ってきて、町がまとめてケース検討会を開いて、自立

支援そういった流れになるんじゃないかというふうに思いますけども、どうでしょう違い

ますか。 

●佐竹議長 

 番外、健康福祉課長。 

●窪田健康福祉課長 

 まぁアセスメントをした段階で何が必要かということになりますと、関係される方々を

お呼びいたしまして、ケース検討をすることになります。その主体的に動いていただくの

が、まぁ社会福祉協議会。その中には生活相談支援員等々を配置する事になっております

ので、それが主になってコーディネートをしていくというふうになっております。 

●佐竹議長 

 １番。 

●原議員 

 いろいろ町内で今現在もですね、民生委員さん初め、まぁいろいろな役職の方がおられ

ますけれども、町の、町にもですね、保健師さんも居られますし、学校関係ではケースワ

ーカーの、スクールワーカーの方も居られますし、そういった方々との提携なんかはどう

なるんでしょうか。 

●佐竹議長 

 番外、健康福祉課長。 

●窪田健康福祉課長 

 コーディネートした段階でそういった必要な方々を集まっていただくということになっ

ていきます。まぁ実際には生活困窮といいましても、経済面と言いますか、金銭面だけで

はなくて、いろんなタイプの方が実際に居られます。元々は、そういった経済的な困窮と

いうところでの始まりでございました。どうも平成２３年ごろから県社協が受けて、町社

協でも一緒にやっていたようですが、それ以降、この法が２７年度施行になった段階では、

その対象者が地域での孤立だとか、いろんなパターンで困っておられる方についての相談

支援事業も併せてやるということになりましたので、まぁ当然金銭面だけでなくて、まぁ

いろんな形態、困窮の形態がございますので、それも含めてやりますといろんな方々が、

このケース検討には加わっていただいて、一つ一つ問題解決をしていくというスタイルに

なるというふうに思っております。 

●佐竹議長 

 １番。 
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●原議員 

 ということは、まぁケース会議とさっきのアセスメントと言う事がありましたけれども、

ここら辺はどういうことなんでしょうか。ちょっと私認識不足でアセスメントという言葉

がどういうふうに理解していいか、ちょっとよう分からんのだけど。 

●佐竹議長 

 番外、健康福祉課長。 

●窪田健康福祉課長 

 こういった相談があった場合に社協の方で、この方についてはどういった問題があるの

かというのを聞き取り調査をしまして、それをアセスメント表に落として、それについて

何が問題なのかを把握してケース会議を開くという順番になっていくというふうに思っと

ります。ただ、そのアセスメントにつきましては、状況によればケース検討前に若干専門

性のある方に話をお伺いするということはあると思います。 

●佐竹議長 

 １番。 

●原議員 

 そういった生活相談に関してはですね、美郷町には隣保館、大和地域・邑智地域に２館

あります。隣保館の趣旨としてですね、設置の目的として、第１番に挙げられるのがそう

いった相談事業であります。そういった意味で、ここもう昭和３６年から隣保館が建って

ですね、この間今までずっとそういった趣旨で隣保館は運営をされてきておるというふう

に思いますし、当然町もそういった趣旨で隣保館を指導・運営されてきているというふう

に思います。そういった中で、この度改めてですね、この生活困窮者自立支援事業ができ

たわけですけども、その中でそういった相談事業をアセスメントと言いますけど、それは

もう何か、当然のことだというふうに相談を受けた当然のことだというふうに私思います

けれども、そういったことのためにですね１２３５万４千円。この委託料というものは、

どう言った計算になって内訳によって出たものか。そういったことをちょっとお聞きいた

します。 

●佐竹議長 

 番外、健康福祉課長。 

●窪田健康福祉課長 

 １２３５万４千円につきましては、人件費でございます。３職種揃えることになってお

りまして、必須で主任相談支援、相談支援、就労支援とこの３職種を雇用すると、まぁこ

の仕事に当たるということになっておりまして、この金額は人件費のみでございます。以

上です。 

●佐竹議長 

 １番。 
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●原議員 

 相談を受けるための３人の人件費が１２３５万４千円というふうに今お聞きして思った

んですけども、そういうことになりますと、先程も言いましたように今までに隣保館でや

っている職員の人件費、そういったものと比べたらですね、その他にいろいろそう言った

隣保館の職員も勿論でございますけども、民生委員さんもそうでございますし、ケースワ

ーカーの方々もそうでございましょうし、保健師さん達もまぁ保健師さんは町職員ですけ

ども、まぁあれなんですけども、いろいろな立場でそういった生活相談に乗っておられる

方もおられますけれども、そういった方々とのですね、町として同じそういった方々を把

握する中で、どのような整合性といいますか、考え方を持っとられるんでしょうか。 

●佐竹議長 

 番外、健康福祉課長。 

●窪田健康福祉課長 

 まずこの事業を行うにあたりまして、継続性・専門性・経験値というものがまぁ不可欠

というふうに思っております。継続性につきましては、町が行いましても事業としての継

続性はあるというふうに思っておりますが、専門性或いは経験値というところで考えます

と、まぁ町の職員が異動がございまして、なかなか専門性というところへ非常に難しいと

いうふうに思っておりますし、異動によりまして、こういった相談事業の受付け、或いは

ケースワークというところでは、経験値についてちょっと不安がございます。また他の事

業によりまして、いろんな相談窓口がございますけれども、これにつきましても、まぁそ

れごとに設置の目的がございます。またじゃなぜ社協かという話になりますと、まぁどう

も平成２３年、この生活困窮者支援事業の前の事業になりますけれども、生活に困窮する

求職者に対する相談支援事業というのが、県社協がまず受けて、それを２年間、２４年、

２５年でございましたか、各市町村社協にも同じ仕事をしておりまして、経験値が取り敢

えずはあると。また社協といたしましては、生活福祉資金事業だとか、そう言った困窮者

に関わる相談或いは支援、それから心配事相談なりっていうような事業、相談事業もやっ

ておりますので、まぁそれなり経験値がございます。またこちらの方としましても、その

専門性というところで、きちんとした形の職員を配置をしてほしいというところで、まぁ

研修も受けさせたり、どうも先般は社会福祉士さんをお雇いになったようでございますけ

れども、そういった専門性のある職種を確保していただくということも１つの条件として

おりまして、まぁそういった面から総合的に判断いたしまして、社協さんにという案が決

定をいたしたところでございます。 

●佐竹議長 

 １番。 

●原議員 

 私はこういった事業ですね、特に相談事業に関しては、やっぱりそれぞれの立場の相談

窓口があって、そこではないとですね、相談にできない住民の方々がそこへ行って相談を
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されるわけでございます。要するにそこで、民間ではないですね。社協、福祉協議会とい

うものがですね、ではないですね窓口になって全ての窓口から受けた相談をそこで１つに

まとめるというやり方。これはですね、相談者に対してどういうふうな説明をされるのか

ということがあります。そういった意味で私はこれはあくまでも町が頭をとってですね、

町が頭をとって、最終的に一つの相談窓口としてですね、社協の相談窓口としてやられる

ことが私は良いんじゃないかというふうに思いますけれども、そういった考えは最初は全

くお考えにはならなかったんでしょうか。 

●佐竹議長 

 番外、健康福祉課長。 

●窪田健康福祉課長 

 まぁ委託事業というところで、まぁ聞きますところによりますと、大体半分強のところ

が直営、約３分の２でございますか。すいません。委託というところで、どうも事業行う

ようでございます。先程の町が窓口になってということは考えてなかったのかというとこ

ろでございますが、一番最初のスタートがそういった形で、県社協が受けた相談窓口事業

のバージョンアップ分というところで話が来ておりましたようでございますので、社協の

方で窓口というふうにどうも初めから考えておったようでございます。で、ただ、じゃぁ

委託いたしましたから、全く町がなにも知らない顔ということはありませんで、当然生活

保護ひとつ手前の生活困窮の方々の事でございますので、町の生活支援係がこの相談支援

事業については、まぁ連携を取りながら進めていって参りたいというふうに思っておりま

す。 

●佐竹議長 

 １番。 

●原議員 

 これ社協、この事業をちょっと触れましたけれども、社協の相談事業が始まって流れか

ら来て、バージョンアップしたものだというふうな言われますけども、私の立場から言わ

していただきますと、私の立場はない訳ですが、隣保事業。これのバージョンアップが私

は生活困窮者自立支援事業だとというふうに思っております。ここで出てきてる必須事業

もそうですが、選択事業に対してもですね、今まで隣保事業の中でずっとやってきた事業

であったり、県単事業・国庫事業であったものがですね、廃止になったものがですね、ま

たここで復活してこういったものをやりなさい。町では選択して、こういったことをやり

なさいというんもが、生活困窮者自立支援事業だというふうに私は理解しております。そ

ういった意味でいきますとですね、やはりここは町が事業主体になってですね、中心なっ

て、この事業を推進していくべきだというふうに思っとりますし、そのことによってです

ね、職員を増やすことも私は必要だというふうに思っています。民間へ委託して民間へお

金を流す、このことも大事でしょうけれども、やはり町が責任を持ってやるべきことは町

がやる、そのスタンスというものはですね、私は持っていただきたいというふうに思いま
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す。どうでしょうか。 

●佐竹議長 

 番外、健康福祉課長。 

●窪田健康福祉課長 

 議員おっしゃこともわからなくもないんですが、まぁ委託したからといって町が責任を

逃れると、全く関わらないというわけでございませんし、もう連携を持ちながら、きちん

とした形での対応をしていきたいというふうに思っております。 

●佐竹議長 

 他に質疑はありませんか。 

●佐竹議長 

８番。 

●安田議員 

 ちょっと２点ほどお願いをいたします。ページ、７８ページの造林事業費の工事請負費

３３８２万２千円ですか、ちょっとページ、７８ページです。造林事業費の関係の工事請

負費。私はしっかりようメモらなかったのでそれが一点と、ページ８３の道路新設の新設

改良費、工事請負費、３億３７００万の内訳と言いますか、早口で言われたんで中々よく

メモりませんでしたし、なかなか資料見るあれもございませんでしたんで、一つお聞かせ

願いたいというように思います。 

●佐竹議長 

 番外、産業振興課長。 

●烏田産業振興課長 

 造林事業費の工事請負費、これは公社造林から委託された工事事業費ということになり

ます。それと町有林の町が分収しております造林事業、これと併せて入っております。以

上です。 

●佐竹議長 

 番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

 ８３ページの道路橋梁費の中の新設改良費の中で、工事費３億３７４３万６千円の内訳

ということでございます。路線ごとに金額の方もお話をしたいと思います。交通安全対策

ということで、これは杉谷槙前線他ということですが、この度、側溝整備とか維持の方で

も考えておりますが、特に交通安全施設ということで町内の通学路を中心として整備をす

ると、これが１４７０万円。それから路線とすれば久保線なんです。久保線の災害防除的

な要素のある工事ですけども、これは今年度は測試だけですので、工事の方はありません。

次に二多合線これが工事費が５８００万円。それから連水線２９１３万６千円。それから

粕渕三瓶線７００万円。乙原簗瀬線２４００万円。都賀行宮内線２８００万円。田水線４

１００万。それから、その他にですね、地域改善事業で志君線、これが８６７０万円。そ
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れから西中線ということで４８９０万円。計３億３７４３万６千円です、以上です。 

●佐竹議長 

 ８番。 

●安田議員 

 ７８ページの造林事業の方ですけれども、公社造林それから町有林の関係だと言われま

したけれども、場所的になりそれから面積ですか、ちょっとお聞かせ願えんですか。 

●佐竹議長 

 番外、産業振興課長。 

●烏田産業振興課長 

 町の造林関係ですけどもこれは、久保からまだ多くの方ですけども、そちらの方が１ヶ

所。それから湯抱、これはキハダの終わっているところです。それから志君。それから上

野。これが町の関係でございます。それから公社造林ですが、公社造林の方は、全部で６

ヵ所ございます。１つは久保でございます。それから都賀本郷。それから久喜原。それか

ら久喜原は２ヵ所ございました。すいませんでした。それから志君。それから都賀西が施

行箇所の予定です。 

●佐竹議長 

 他に質疑はありませんか。 

●佐竹議長 

 １番。 

●原議員 

 ７５ページ、農山漁村地域活性化プロジェクト交付金事業についてでございますが、そ

の中にですね、土地購入費というものが８００万円計上されております。今までの委員会

の議論、そして全員協議会の議論の中でもですね、この土地購入費恐らくこれは枦谷地域

の土地購入費だというふうに思いますけれども、ここについては施設栽培をするについて

は、なかなか不利な土地だろうということが言われておりました。そういった中でここへ

新年度予算で８００万の購入費が挙がっておりますけれども、まぁあげとかないとですね、

買えませのでそれは理解するにしても、このあがっとるからと言って何もなしでそこを買

ってしまうということはもうないというふうに思いますけれども、その辺のところをです

ね、もう一度お聞きしたいと思います。 

●佐竹議長 

 番外、産業振興課長。 

●烏田産業振興課長 

この事業につきましては、これまでいろいろご議論いただきまして、まぁ問題点が明ら

かになったところもございます。１つまぁ前回の全協で新たに課題となったことは、水が

そこで果たして取れるかということをお聞きしております。その懸念はございましてです

ね、その分については、まずこの用地買収というところを実行していくには、まず箇所を
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決めていかなくてはならないということであろうと思います。それで今回、測量と用地買

収と本年度予算をあげておりますけども、まず用地買収をする前、或いは測量する前にで

すね、そこの用水が必ず取れるものかどうか、ここらはそこに測量するまで、調査をしな

くてはならないと思っております。その担保が取れてから物事は進めていくべきだろうと

いうふうに思っておりますので、この土地については枦谷とそれから村之郷２カ所の予定

をしておりますけども、安心して事業が行けるところを選んでですね、今後やって参りま

す。用地買収ありきで先にそこ土地を買ってしまうと、そういうことはできないことだろ

うというふうに思っております。 

●佐竹議長 

 １番。 

●原議員 

 私自身まだこの事業についてはですね、全体計画６億８０００万ですか。５８００万で

すか。ぐらいの全体事業費なんですけども、この全体事業についてですね、納得はしてお

りません。まぁ全協の中でもいろいろ見直しをしながら決まったところから、随時やって

いくんだというふうな事がございますけれども、そういった意味で今全体計画が示されて

おられますけども、これについて変更がされるのか、もし問題があればですよ。まぁ当然

明日も産建の委員会もありますけれども、そう言った中で出てきた意見を踏まえてですね、

変更される気持ちがあるのかないのか、その辺のところをお伺いしたい。 

●佐竹議長 

 番外、産業振興課長。 

●烏田産業振興課長 

 その点は柔軟に考えていきたいと思います。まぁこの事業の目的は美郷町にとってどれ

だけ定住の人口を確保するかと。それからもう１つは農業生産額を上げていくとゆう事が

大きな目標でございます。それにこの事業を整備していくところがですね、枦谷のように

水の心配があるというような所をですね、やらなくていけないという話ではございません

で、町内一円の中でふさわしい土地を場所をですね、選定していくべきではないかなとい

うふうに思っております。 

●佐竹議長 

 １番。 

●原議員 

 大変良いお言葉をいただいて安心してとるわけですが、まぁこれは１つお願いですけれ

ども、常にですね、せめて委員会の方にはご報告をいただきながら、また我々の意見も組

み入れていただきながらですね、この計画ができれば成功できるよう、議会、私自身もで

すね考えとりますけども、そう言った意味でまたご相談をいただければというふうに思い

ます。以上です。 
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●佐竹議長 

 番外、産業振興課長。 

●烏田産業振興課長 

 原議員のおっしゃいますように、随時議会の方々ともご相談しながらですね、大きな事

業でございますので、進めていきたいというふうに思っております。 

●佐竹議長 

 他に質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

 質疑が無いようですので、議案第１２号の質疑を終わります。 

ここで、午後１時まで休憩をいたします。 

（休 憩  午前 １１時 ５５分） 

（再 開  午後  １時 ００分） 

●佐竹議長 

 会議を再開します。続きまして議案第１３号に対する質疑に入ります。質疑はありませ

んか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

 質疑が無いようですので、議案第１３号の質疑を終わります。続きまして議案第１４号

に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

●佐竹議長 

 ８番。 

●安田議員 

 簡易水道の１０ページですね。簡易水道建設事業費１億１１４５万６千円。工事請負費

ですけれども、これは簡易水道の酒谷・石原の関係だということですけども、詳細を見て

もおりませんので、あれなんですけれども、これ今年分は延長はどのぐらいというのと、

今後まだ継続になると思いますけれども、残りがどの位あるのかというのをちょっとお知

らせ願いたいと思います。 

●佐竹議長 

 番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

 本年度分の施工延長予定としましては、４０２１メートルというふうに、今もくろんで

おります。場所的に言いますと沢谷の交流センターの入り口付近から町道の落合線の交差

点辺り位まで、八神千原線からそのまま沢谷川の方に下りた所、下の町道側の交差点があ

るんですよ、県道の交差点ではなくて町道側の交差点。あの付近位までというふうな形で、

それと一部片山を含んでおります。そういったものを予定をしております。で、今後です
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ね、あと残り湯谷宇山線、ハ神千原線を経由して湯谷宇山線方面に路線がまだ残っておる

のと、それから県道ずたいに上川戸の境までが、規模的には残ってるということでござい

ます。以上です。 

●佐竹議長 

 ８番。 

●安田議員 

 そうすると、まぁんだかなり残っておるように思いますけれども、大体何年度でこの完

了予定なんか、併せてお願いします。 

●佐竹議長 

 番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

 一応今年度の、今の現段階の予定でいいますと２８，２９年度まで。 

●佐竹議長 

 他に質疑はありませんか。 

●佐竹議長 

８番。 

●安田議員 

 関連がどうかというのがちょっとあれですけども、あのぉまぁ今まであれあります、あ

のぉ簡易水道関係の水源地の管理といいますか、については現在どのような方法でやられ

とるかお伺いしたいと思います。 

●佐竹議長 

 番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

 水源地も含めまして、配水池それに付随する施設全て町職員で対応しております。まぁ

一部中では水源地とか浄水場等々の草刈りというようなこともありますので、それを一部

業者委託したりしますけれども、基本的に重要なポイントにつきましては全て町職員の方

でやっていると、以上です。 

●佐竹議長 

 ８番。 

●安田議員 

 まぁ特に私がちょっと見さしてもらったのは配水池の関係なんですけども、まぁある会

議の中で、どうなっとるんかという質問をされて、まぁとにかく自分行って見ますわとい

うことであれなんですけども、まぁ、ああいって、場所言ってもいいですれども栗原です。

砂によるろ過をして、それから処理されてタンクへ上がっておるということなんですが、

配水池がですね、言われて行って見ますと、年に何回やられるか分かりませんけども、砂

の上をこう剥がれますね、剥いで目詰まりやそういうのをまぁ解消するためにやられると
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思うんですけども、この砂がですね、配水池の周りにみな山になっとるんですわ、５、６

カ所。こういうあれは今言われる職員でやられるんか委託してやられるんか。まぁ砂等に

ついては海砂を持ってこられてやられるんだと思うんですけども、その管理といいますか、

あれについては現在どのようにしてやられておるのか。 

●佐竹議長 

 番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

 いわゆる排水地と言いますか浄水場になりますけれども、定期的に管理をしてる、いわ

ゆる上辺にヘドロが溜まった物は、町職員の方で取って、砂と言うのは基本的に産廃のよ

うな形になりますので、専門業者へ引き取ってもらうようにしております。で、まぁ何年

かそれをやってる間に、砂の中にやっぱりヘドロが随分溜まってきますので、砂を全部入

れ替えるいう作業も、何年かに一辺はしなくちゃなりません。その時には専門業者が来て

全てやり替えるわけなんですが、通常浄水場っていうのは、１系統・２系統・３系統とい

うふうに複数系統で動かしておりますので、それを使い分けしながら順次掃除しながら、

違う系統でろ過作業をするという形、そういう維持管理については町の職員でやってます。

で砂がある程度ですね、量が溜まってこないと中々その処分というのが、あっちこっち捨

てるわけにいかないもんですから。ちょっと横に貯めて置いておくと。である程度溜まっ

た段階で処分をするという形になっておりますので、まぁ別にその浄水場の周りに仮り置

きなんですが、投げとるいうわけじゃないんですが。見た目には何か投げっぱなしに見ら

れとるかもしれませんが、最終的にあっちこっち撒くような砂では、性質ではないという

ことで場内で仮り置きをするいうふうな形になっとると。以上です。 

●佐竹議長 

 ８番。 

●安田議員 

 まぁさっき私が５、６箇所あれだと言う。まぁ２トン車１台ぐらいは有るんじゃないか

なというには目測で思いますけれども、まぁ砂もさることながら、他なとこも近年まぁ行

ってませんのであれですけども、まぁ落ち葉とかそういうのがですね場内といいますか、

敷地内の方へフェンス外のでなしに中へですね、まぁ非常に溜まっとって見ためが非常に

汚いと、ほいでまぁ我々自分らとすれば、そこに入ってきた水でまぁ勿論滅菌やろ過やら

はされてるんだけども、非常に良い感情をうけんと。ほいでまぁもう１つ言われたのです

ね、まぁ、ああいってネット等が張ってありませんので、物は動物が死んどったのも実際

に有ったということなんで、まぁ鍵が掛ってますんで簡単に誰でも入れん訳で、そん時に

まぁ通報したかどうかというのはあれですけれど、まぁそういうこともあってやっぱり何

か蓋といいますか、こりゃまぁ今のそのような作業があるんで中々難しい部分もあります

けども、そういう生物と言いますか入らないような簡易な事が考えられないか、まぁ落ち

葉やらそういう入ってくる水に対するようなヘドロなんかはこりゃもうやむおえんと思い
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ますけども、そういうもんが入るようなことがあったんじゃ、近くに田んぼを持っとる人

なんで、しょっちゅうどうもあの周りの方へ行かれるんで、取水もそこから取っておられ

るんで、まん前の方から。まぁある婦人会の総会のせきで言われたもんで私も、現場見て

ないんで見にいかしていただきますと言う事で、まぁ行かしてもろうて写真も取ってます

けども、まぁそう言うような事があったんで町の職員でやられるにつきましては、そりゃ

先程説明ありましたように、ある程度溜まらんと搬出といいますか、できないんだという

ことでございますけれども、まぁ現場へ行って見てですね、２トン車は１台ぐらいあるな

というのを私自身も見ましたんで、まぁ大型なんか入れるようなとこじゃありませんので、

その場所は２トン車ぐらいで運ぶのが適当だと思いますんで、また現場見ていただいてで

すね、やはり飲み水という事でありますんで、できる限り周囲の環境もですね含めて気を

つけてやっていただきたいなと思いますんでよろしくお願いします。 

●佐竹議長 

 番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

 おっしゃる通りで、今後ともまた適正管理に向けて努めていきたいというふうに思いま

す。それでもう一つ浄水場の、いわゆるろ過地に蓋を掛けるというんですけども、基本的

な紫外線に充てるというのは１つの方法でありますので、蓋は掛けられないかなと言う事

でございます。まぁその他いろいろと草刈り等はやっておるんですけれども、まぁ落ち葉

等季節になると、なかなか手に負えないところもあります。できるだけ皆さんに、一目の

付くとこなんか特にですね、やはり皆さんに不快な思いをさせないように安心して飲める

水だなと思っていただくように努力をこれからも続けていきたいというふうに思います。 

●佐竹議長 

 他にありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

 無いようですので、議案第１４号の質疑を終わります。続きまして議案第１５号に対す

る質疑に入ります。質疑はありませんか。 

●佐竹議長 

 １０番。 

●簱根議員 

 １５ページのですね、特定地域生活排水建設町設置型の排水だと思いますけど、これは

どの地区に計画されて工事費１０００万円出てますけど。 

●佐竹議長 

 番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

 この特定地域排水つきましては、美郷町全域というふうに考えておりますので、努めて、
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どこどこ地域今年はやりますというようなことではありません。連合自治会長会議でも努

めて広く皆さんに加入していただくように、未加入の方には加入していただくようにとい

うことで自治会長会議もお話を挙げております。全町を対象ということでございます。よ

ろしくお願いします。 

●佐竹議長 

 １０番。 

●簱根議員 

 それで多少の申し込み見込みがございますでしょうか。 

●佐竹議長 

 番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

２６年度の実績といたしまして、浄化槽特定地域生活排水の実績としまして、旧邑智地

域で８戸、旧大和で４戸、計１２戸。平成２６年、今現在で実績がございます。 

●佐竹議長 

 他に質疑はありませんか。 

●佐竹議長 

 １２番。 

●西嶋議員 

 いろんな形態の下水がありますねが、全て総称して何％の完備率はありますか。 

●佐竹議長 

 番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

 加入率でよろしゅうございますか。最終的にですね、まだ見込みということでご確認い

ただきたいと思います。旧邑智で７５％、旧大和で同じく７５％、全体で言いますと四捨

五入の関係がありますと７６％という数字で出ておりますが、恐らく７５％弱というよう

な形だと思います。以上です。 

●佐竹議長 

 他にありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

 無いようですので、議案第１５号の質疑を終わります。続きまして議案第１６号に対す

る質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

 無いようですので、議案第１６号の質疑を終わります。続きまして議案第１７号に対す

る質疑に入ります。質疑はありませんか。 
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●佐竹議長 

 ２番。 

●福島議員 

 国民健康保険の特別会計でございますが、とうとう積立金もゼロとなってしまった。そ

してまた努力されているにも係わらず、町からの繰入金が基準をオーバーしたものが注ぎ

込まれるということを明細書の方で確認いたしました。基準超過というのは、まぁ過去に

あったかどうか分かりませんが、極めて深刻な事態だなと思って認識をいたしました。そ

こで３年後には島根県へ統合されるということですが、その時にこういう財政状況であっ

ていいのか、またその国保料、税金は安い程が私どもも助かるわけですが、統合された時

にパカーンと上がるようなことがあったのならないと思いますし、そこら辺のお考え、税

率の改正というものとか、全体的にこれからの国保は恐らくまだまだ伸びてく、支出が伸

びていくんじゃなかろうかと思って心配するところなんですがどんなもんでしょうか。 

●佐竹議長 

 番外、住民課長。 

●渡邊住民課長 

 はい、お答えします。２７年度の予算編成を行うに当たりまして、約４７００万円の歳

入不足ということが生じました。２６年度決算見込の中で基金が２６年決算で取り崩して

残となるものを全額取り崩しをして、更に先程ご質問にありました、約２４００万円の法

定外繰り入れを行って、歳入歳出の調整を行ったところでございます。非常に財政状況、

国保財政状況非常に厳しいものがあると認識しております。平成３０年度には以前は県へ

移行するという方針で私どもも伝え聞いておりましたけども、いろんな審議の後今国会の

国保改正におきまして、都道府県と市町村が共同で保険者となるということで、それぞれ

役割分担を持つ、そして責任主体は県。町は資格管理、或いは保険料徴収、それから保健

事業などを受け持っていくと、まぁ住民に身近な分を市町村が受け持っていくという方向

に、今国会で提案をされるというふうに情報が流れて参りました。今後まぁそうした情報

につきましては、随時議会の方にもご報告させていただきたい。議員の皆様にもご報告を

させていただきたいというふうに思っておりますけども、そうした流れでございまして後

２７年度の予算編成、それから２８年、９年の２カ年度が待ち受けておりまして非常に厳

しい状態になるなというふうに認識を持っております。その中で昨年の６月の臨時会、そ

の前に全員協議会を開催していただきましたけども、その中で、国民健康保険の納税率改

定についてはお諮りをさせていただきまして約１１％の改定の、上昇改定を行わさせてい

ただいたところでございます。しかしながら約９０００万円ちょっとですね、保険税自体

がでございますので、１割としまして９００万でしか税率化１０％を上げてもならないの

が実際でございます。かといってそれ以上１０％以上の税率改正をすると非常に被保険者

の皆様に過大なご負担を強いることになるということでございまして、税率改正をするに

いたしましても１０％位しかできないなというふうには思っております。その昨年のとこ
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ろで税率改正の理由といたしまして、まぁ医療費の増加と被保険者の減少に伴って国保財

政が厳しいものになってるということの理由と、それから広域化に向けて３０年に一気に

税率が上がることでは、被保険者の皆様に負担が一時的に掛るということで、段階を踏ん

でいくべきであろうということに激変緩和を図るということが２点目の理由と、それから

税方式、課税方式の見直しということで島根県内１９市町村の中で４方式、３方式ござい

ますけども、所得割、資産割、均等割、平等割という４方式を採用しておりますのが、昨

年度で５市町村になりました。江津市、美郷町、隠岐の隠岐の島町を除く、３町、３市町

村ということになりまして、それもやはりやがて３方式に、県内合わせていかなければな

らないのではないかということで、そうした激変、その激変緩和はとるべきだということ

で、昨年度は資産割を税率改正を抑え、上昇させずに据え置きましてその他の税率を上げ

たところでございます。まぁこうした流れの中で、やはり医療費というものの、まぁこれ

は決して病気の方に責任があるわけでございませんけども、医療費の流れ、上昇の流れは

止められない状況にありまして、こうした４７００万円の収入、繰入を２３００万、４０

０万、３００万を受けなければならない状況になったところでございます。しかしながら

国民健康保険の加入者約１千人でございます。町民の人口が約５千人でございまして、約

５人に１人の方が国民健康保険の被保険者でございます。そうして考えますと、これまで

は健全な財政で繰り入を、法定外の繰り入れをせずにきておったところでございますけど

も、今後まぁそうした被保険者、他の社会保険とかその他の共済とかの被保険者から最終

的には国民健康保険に退職後移行されるという最終的なセーフティーネットである国民健

康保険の意義を考えます時に、財政上好ましいことではありませんけども、法定外の一般

財源からの一般会計からの繰り入れもいたし、ご理解をいただけなければならないのでは

ないかというふうに思っておるところでございます。少し長くなりましたけれども以上で

す。 

●佐竹議長 

 ２番。 

●福島議員 

 ということでございますが、いうことは税率の改正を今年も昨年に引き続き行なわなけ

ればならないという見込みなのでしょうか。 

●佐竹議長 

 番外、住民課長。 

●渡邊住民課長 

 先程も申しましたように１０％上げても９００万でございますけども、かといって一般

財源を法定外の繰り入れをこうしてする事態になりましたので、まぁ税率改正をしなけれ

ばならないというふうに思っております。それと１点目がそれですし、やはり資産割を段

階的に抑えていって所得割、均等割、平等割へ変えていかなければならない流れであろう

かというふうに思っておりますので、６月には、税率改正をお諮りをさしていただかなけ
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ればならないというふうに思っております。 

●佐竹議長 

 １０番。 

●簱根議員 

 この国民健康保険の加入者が５人に１人という計算的になって、１千人の方が加入され

ておられると言われましたけど、この国民健康保険料の納付率、美郷町の納付率はどのぐ

らいでしょう。 

●佐竹議長 

 番外、住民課長。 

●渡邊住民課長 

 納付率と言うのは徴収率のことですか。はい、約９７％でございます。国民健康保険税、

これが平成２５年でございますけども、現年度分が９８．３％。滞納繰越分でございまし

ても１１．９％でございます。概ねその現年度分についきましては２５年が９８．３％。

２４年が９８．９％。その前が９８．６％という率でございます。 

●佐竹議長 

 １０番。 

●簱根議員 

 大変良い納付率だと思います。まぁ聞くところによりますと全国にしてみれば７０％に

満たないというような報道もされておる中で、これだけ皆さんも納めておられるというこ

とは大変すばらしいことだなと思っております。引き続きこれが維持していかれますよう

にお願をしたいと思います。 

●佐竹議長 

 他に質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

 質疑が無いようですので、議案第１７号に対する質疑を終わります。続きまして議案第

１８号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

(なしの声） 

●佐竹議長 

 質疑が無いようですので、議案第１８号の質疑を終わります。続きまして議案第１９号

に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

 質疑が無いようですので、議案第１９号の質疑を終わります。続きまして議案第２０号

に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（なしの声） 
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●佐竹議長 

 無いようですので、議案第２０号の質疑を終わります。続きまして議案第２１号に対す

る質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

 質疑が無いようですので、議案第２１号の質疑を終わります。続きまして議案第２２号

に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

 質疑が無いようですので、議案第２２号の質疑終わります。続きまして議案第２３号に

対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

 質疑が無いようですので、議案第２３号の質疑を終わります。続きまして議案第２９号

に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

 無いようですので、議案第２９号の質疑を終わります。続きまして議案第３０号に対す

る質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

 無いようですので、議案第３０号の質疑を終わります。続きまして議案第３１号に対す

る質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

 無いようですので、議案第３１号の質疑を終わります。 

以上で議案の質疑はすべて終了いたしました。 

●佐竹議長 

日程第３、議案の討論・表決を議題といたします。始めに議案第２０号に対する討論に

入ります。 

●佐竹議長 

 反対討論はありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

賛成討論はありませんか。 

（なしの声） 
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●佐竹議長 

討論が無いようですので、討論を終わります。これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第２０号、美郷町新町建設計画の一部変更について、原案のとおり決することに賛

成の議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

●佐竹議長 

 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。続きまして議案第

２１号に対する討論に入ります。反対討論はありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

賛成討論はありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

討論が無いようですので、討論を終わります。これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第２１号、美郷町過疎地域自立促進計画の一部変更について、原案のとおり決する

ことに賛成の議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

●佐竹議長 

 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。続きまして議案第

２２号に対する討論に入ります。反対討論はありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

 賛成討論はありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

討論が無いようですので、討論を終わります。これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第２２号、辺地に係る総合整備計画の策定について、原案のとおり決することに賛

成の議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

●佐竹議長 

 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。続きまして議案第

２３号に対する討論に入ります。反対討論はありませんか。 

（なしの声） 
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●佐竹議長 

賛成討論ありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

 討論が無いようですので、討論を終わります。これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第２３号、財産の取得の変更について、原案のとおり決することに賛成の議員の挙

手を求めます。 

（挙手全員） 

●佐竹議長 

 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。続きまして議案第

２９号に対する討論に入ります。反対討論はありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

賛成討論はありませんか。 

（なしの声） 

●佐竹議長 

討論が無いようですので、討論を終わります。これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第２９号、邑智郡総合事務組合規約の一部変更について、原案のとおり決すること

に賛成の議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

●佐竹議長 

 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。続きまして議案第

３０号に対する討論は省略し、直ちに採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第３０号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて、西原洋江

氏を推薦することに賛成の議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

●佐竹議長 

挙手全員であります。よって、人権擁護委員に西原洋江氏を推薦することに決しました。

続きまして議案第３１号に対する討論は省略し、直ちに採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第３１号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて、日原ひろ

み氏を推薦することに賛成の議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 
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●佐竹議長 

 挙手全員であります。よって、人権擁護委員に日原ひろみ氏を推薦することに決しまし

た。 

日程第４、議案の委員会付託を議題といたします。 

お諮りします。 

予めお手元に配布しております議案付託表のとおり、各常任委員会へ付託したいと思い

ますが、これにご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

●佐竹議長 

 ご異議なしと認め、付託表のとおり各常任委員会へ付託いたしますので、審理をよろし

くお願いをいたします。 

以上で、本日の議事日程はすべて終了しました。 

次の会議は、１０日の火曜日、定刻より開きます。 

本日は、これをもちまして散会といたします。 

ご苦労さまでした。 

                    （散 会   午後  ２時  ５分） 

 

 

 

       


